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第
２４
回
越
谷
市
郷
土
芸
能
祭 

Q
３
月
２
日
豸
　
午
後
０
時
３０
分
〜
４
時

３０
分 

L
サ
ン
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル 

O
神
楽
、
お
囃
子
、
木
遣
り
、
獅
子
舞
な

ど
※
出
演
は
、
越
谷
市
郷
土
芸
能
保
存
協

会
ほ
か 

P
無
料 

J
越
谷
市
生
涯
学
習
課
蕁
９６３
・
９
３
０
７ 

  

紙
芝
居
サ
ミ
ッ
ト
〜
紙
芝
居
に
関
わ
る
人

た
ち
の
交
流
・
学
習
会
〜 

Q
３
月
２９
日
貍
　
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分
・

３０
日
豸
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分 

L
中
央
公
民
館 

O
紙
芝
居
の
選
び
方
、
演
じ
方
、
実
演
ほ

か
※
紙
芝
居
の
一
般
公
開
も
あ
り
（
２９
日

午
後
１
時
〜
１
時
４５
分
） 

P
２
０
０
０
円 

R
２００
人 

M
２
月
２０
日
ま
で
に
草
加
市
立
川
柳
文
化

セ
ン
タ
ー
（
蕁
９３６
・
４
０
８
８
）
へ 

  

北
公
民
館
ま
つ
り 

Q
３
月
８
日
貍
・
９
日
豸 

午
前
１０
時
〜

午
後
４
時 

L
北
公
民
館
（
新
三
郷
駅
か
ら
徒
歩
１５
分
） 

O
①
展
示
部
門
（
両
日
）
＝
油
彩
・
水
彩

画
、
生
け
花
な
ど
、
②
演
芸
部
門
（
９
日
）

＝
外
国
人
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
、
コ

ー
ラ
ス
な
ど
、
③
体
験
部
門
＝
（
両
日
）

編
み
物
・
押
し
花
、
④
模
擬
店
＝
（
両
日
）

カ
レ
ー
・
ケ
ー
キ
な
ど
の
販
売 

J
三
郷
市
北
公
民
館
蕁
９５７
・
０
２
５
３ 

  

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム 

Q
３
月
１
日
貍
　
午
後
１
時
〜
４
時
（
開

場
午
後
０
時
３０
分
）  

O
①
映
画
「
折
り
梅
」
の
上
映
②
松
井
久

子
監
督
の
講
演
会
「
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
„
折
り
梅
“
１００
万
人
を
紡
い
だ
出
会
い
」 

L
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す
多
目
的

ホ
ー
ル  

P
無
料 

R
１００
人
（
先
着
順
）
※
保
育
サ
ー
ビ
ス
（
お

お
む
ね
２
歳
〜
未
就
学
児
１０
人
、
要
予
約
）  

J
吉
川
市
市
民
参
加
推
進
課
蕁
９８２
・
９
６

８
５ 

  

漆
原
啓
子
　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ

ル 

in 

E
L
L
O
R
A 

Q
３
月
２
日
豸
　
午
後
２
時
開
演
（
１
時

３０
分
開
場
） 

L
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
北
越
谷
駅

東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ
ス
で
「
中
央

公
民
館
前
」
下
車
） 

O
出
演
＝
漆
原
啓
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
、

須
関
裕
子
（
ピ
ア
ノ
）
曲
目
＝
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
‥
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
５

番
へ
長
調
「
春
」
op. 
２４
、
ラ
ヴ
ェ
ル
‥
ツ

ィ
ガ
ー
ヌ
ほ
か 

P
〈
全
自
由
席
〉
大
人
２
５
０
０
円
、
高

校
生
ま
で
１
０
０
０
円 

J
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
蕁
９９２
・
１
０

０
１ 

     　
　
　
　
■
広
聴
広
報
課
　
蕁
A
４
２
３
 

  　
　
朝
日
の
中
で
　
 

　
　
　
　
　
　
　
古
新
田
　
三
ヶ
島
千
枝
 

新
し
い
年
を
迎
え
た
ば
か
り
だ
っ
た
 

そ
の
朝
、
私
は
自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
 

犬
と
い
っ
し
ょ
に
走
っ
た
 

あ
た
り
は
 

い
つ
の
ま
に
か
朝
靄
に
包
ま
れ
て
い
た
 

土
手
に
添
っ
て
い
く
と
 

陽
の
光
が
竹
藪
に
さ
え
ぎ
ら
れ
た
 

夏
の
く
る
の
を
待
つ
小
型
船
が
見
え
る
 

寺
の
屋
根
が
、
ひ
と
き
わ
高
い
 

朝
の
光
が
ま
ぶ
し
い
 

連
れ
て
き
た
犬
は
 

生
ま
れ
て
七
年
に
な
る
が
 

ハ
ア
ハ
ア
白
い
息
を
は
ず
ま
せ
て
い
る
 

し
か
し
、
足
取
り
は
軽
く
 

朝
日
に
向
か
っ
て
元
気
に
走
っ
て
い
く
 

（
評
）風
景
が
生
き
生
き
と
描
け
て
い
ま
す
。 

  　
　
　
　
　
　
八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香
 

声
明
の
経
お
ご
そ
か
に
淑
気
満
つ
 

　
　
　
　
　
　
緑
町
五
　
　
藤
波
　
ふ
み
 

共
白
髪
元
気
で
拝
む
初
日
の
出
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義
 

か
が
り
火
や
長
蛇
の
人
の
初
詣
 

　
　
　
　
　
　
木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明
 

愛
犬
へ
の
惜
別
埋
め
る
雪
よ
降
れ
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
七
　
　
石
井
　
忠
枝
 

恙
な
く
三
ヶ
日
過
ぎ
予
定
組
む
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道
 

雪
下
ろ
し
終
え
て
一
息
じ
じ
と
ば
ば
 

　
　
　
　
　
　
伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿
 

初
暦
花
咲
く
月
日
思
ひ
を
り
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝
 

春
近
し
釧
路
湿
原
鶴
の
舞
 

　
　
　
　
　
　
中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉
 

初
茜
七
十
路
の
旅
の
み
づ
く
ろ
い
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
六
　
　
菅
澤
　
　
博
 

踏
ん
張
っ
て
に
っ
こ
り
笑
う
豆
力
士
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
小
倉
　
花
子
 

冬
晴
れ
に
干
し
し
ふ
と
ん
の
陽
の
匂
い
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
根
岸
佐
代
子
 

富
士
の
峰
テ
レ
ビ
で
拝
む
ご
来
光
 

　
　
　
　
　
　
緑
町
三
　
　
岩
田
　
苑
江
 

元
旦
や
川
の
流
れ
も
清
々
し
 

　
　
　
　
　
鶴
ヶ
曽
根
　
小
金
丸
美
智
子
 

土
を
分
け
ぐ
ん
と
芽
を
出
す
牡
丹
の
芽
 

　
　
　
　
　
　
伊
　
草
　
　
高
橋
　
桂
輔
 

一
姫
に
二
太
郎
あ
や
す
術
学
ぶ
 

　
　
　
　
　
　
垳
　
　
　
　
沼
野
　
あ
い
 

焼
き
芋
の
屋
台
に
腰
か
け
芋
談
議
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
寺
井
　
時
子
 

平
凡
に
生
き
つ
つ
生
き
ぬ
く
な
ず
な
粥
 

　
　
　
　
　
　
八
　
條
　
　
大
山
ト
キ
子
 

凧
上
げ
や
富
士
よ
り
高
い
と
子
の
笑
顔
 

  　
　
　
　
　
　
木
曽
根
　
　
高
谷
　
多
門
 

沈
丁
花
開
く
気
配
か
風
に
揺
れ
 

　
　
　
ほ
ん
の
り
甘
く
香
る
庭
隅
 

　
　
　
　
　
　
南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ
 

除
夜
の
鐘
遠
く
に
聞
き
つ
つ
来
る
年
の
 

　
　
　
平
和
と
健
康
祈
り
寝
に
就
く
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
七
　
　
狩
野
　
　
敏
 

孫
た
ち
と
氏
神
様
へ
初
詣
 

　
　
　
健
康
祈
願
と
家
族
の
絆
を
 

　
　
　
　
　
　
南
川
崎
　
　
伊
本
　
則
子
 

孫
の
好
き
な
あ
ら
れ
づ
く
り
の
餅
を
つ
く
 

　
　
　
手
の
か
じ
か
み
し
寒
の
入
り
か
な
 

　
　
　
　
　
　
中
央
三
　
　
輪
島
　
　
武
 

百
二
才
の
天
寿
を
全
う
し
母
逝
き
て
 

　
　
　
星
と
な
り
た
る
父
に
会
え
し
か
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
二
　
　
近
藤
　
寛
一
 

爺
婆
の
声
と
チ
ャ
イ
ム
の
音
の
し
て
 

　
　
　
微
笑
む
孫
に
至
福
な
り
吾
 

　
　
　
　
　
　
八
　
條
　
　
種
村
　
幸
子
 

布
団
よ
り
漏
れ
る
光
の
青
白
き
 

　
　
　
携
帯
メ
ー
ル
で
娘
は
恋
語
る
 

　
　
　
　
　
　
中
央
一
　
　
鈴
木
　
宏
子
 

初
日
の
出
神
々
し
き
ほ
ど
の
輝
き
に
 

　
　
　
明
日
の
力
身
に
迫
り
く
る
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
七
　
　
佐
藤
　
千
和
 

年
あ
ら
た
昨
日
に
続
く
今
日
な
れ
ど
 

　
　
　
老
を
忘
れ
て
若
き
心
に
 

　
　
　
　
　
　
中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助
 

夕
映
え
の
光
映
せ
し
川
面
に
は
 

　
　
　
さ
ざ
波
立
ち
て
水
鳥
の
舞
 

　
　
　
　
　
　
浮
　
塚
　
　
土
屋
美
智
子
 

初
も
う
で
Ｃ
Ｏ
２
も
な
き
空
に
 

　
　
　
北
斗
七
星
輝
き
て
お
り
 

　
　
　
　
　
　
南
川
崎
　
　
松
谷
　
永
子
 

新
年
も
は
や
十
日
過
ぎ
刻
々
と
 

　
　
　
去
り
ゆ
く
日
々
に
虚
し
さ
覚
ゆ
 

（
評
）
書
か
れ
た
方
が
多
く
な
り
、
作
品

も
殖
え
ま
し
た
。
 

採
用
職
種
・
募
集
人
数
・
受
験
資
格
 

土
木
技
師
　
　
１
人
 

N
昭
和
５６
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
※
地
方
公
務
員
法
第
１６
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
方
は
、
受
験
で
き

ま
せ
ん
。
 

試
験
日
程
 

専
門
試
験
お
よ
び
論
文
試
験
 

Q
２
月
２４
日
豸
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
 

L
市
役
所
別
館
会
議
室
 

面
接
試
験
 

Q
２
月
２７
日
貉
・
２８
日
貅
の
う
ち
指
定
す

る
日
時
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
 

●
合
格
発
表
 

Q
３
月
７
日
貊
ご
ろ
を
予
定
 

※
合
否
を
問
わ
ず
、
受
験
者
全
員
に
文
書

で
通
知
し
ま
す
。
（
電
話
照
会
は
不
可
）
 

採
用
予
定
日
 

平
成
２０
年
４
月
１
日
以
降
 

受
付
期
間
等
 

Q
２
月
１２
日
貂
〜
２
月
１５
日
貊
　
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
　
※
郵
送
の
場
合
は
２
月

１５
日
貊
ま
で
（
必
着
）
に
宛
名
を
明
記
し

た
返
信
用
封
筒
（
８０
円
切
手
貼
付
）
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。
 

受
験
案
内
・
申
込
書
の
配
布
 

　
２
月
１５
日
貊
ま
で
総
務
人
事
課
で
配
布
。

郵
送
希
望
の
方
は
、
封
筒
の
表
に
「
採
用

試
験
案
内
書
請
求
」
と
朱
書
し
、
宛
名
を

明
記
し
た
角
２
サ
イ
ズ
の
返
信
用
封
筒
（

１４０
円
切
手
を
貼
付
）
を
同
封
し
て
、
（
〒

３４０
―
８
５
８
８
八
潮
市
中
央
１
―
２
―
１
）

総
務
人
事
課
人
事
担
当
へ
請
求
。
 

J
総
務
人
事
課
蕁
A
２
３
８
、
２
５
３
 

 　
医
療
制
度
改
革
関
連
法
の
成
立
に
伴
い
、

全
国
的
に
現
在
実
施
し
て
い
る
「
基
本
健

康
診
査
」
は
平
成
１９
年
度
で
終
了
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
し
い
健
診
の
実
施
が
本
市

に
お
い
て
も
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
に
義

務
付
け
ら
れ
、
「
特
定
健
康
診
査
」
「
特

定
保
健
指
導
」
と
し
て
、
平
成
２０
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
お
腹

ま
わ
り
に
脂
肪
の
付
く
内
臓
脂
肪
型
肥
満

に
加
え
、
脂
質
異
常
、
血
圧
高
値
、
高
血

糖
の
危
険
因
子
を
複
数
併
せ
持
つ
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症

候
群
）
の
状
態
、
ま
た
は
予
備
群
の
人
は
、

４０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
男
性
で
２
人
に
１

人
、
女
性
で
５
人
に
１
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
 

　
脂
質
異
常
、
血
圧
高
値
、
高
血
糖
、
重

な
る
危
険
因
子
の
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ

ど
動
脈
硬
化
が
急
速
に
進
み
、
心
臓
病
や

脳
卒
中
な
ど
の
循
環
器
系
や
糖
尿
病
の
合

併
症
な
ど
の
発
病
に
つ
な
が
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
現
実
は
医
療
費
の
増
加
に
も

密
接
に
関
連
し
、
今
後
「
超
高
齢
化
社
会
」

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
医
療
費
の
ま
す
ま

す
の
増
加
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

特
定
健
康
診
査
 

　
特
定
健
康
診
査
で
は
、
「
病
気
に
な
る

前
に
ま
ず
予
防
」
の
考
え
方
が
取
り
入
れ

ら
れ
ま
し
た
。
 

　
特
定
健
康
診
査
の
対
象
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
 

●
４０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
方
 

①
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
 

　
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
が
実
施
し
ま
す
。

今
年
の
６
月
ご
ろ
か
ら
順
次
通
知
を
発
送

す
る
予
定
で
す
。
 

②
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
以
外
に
加
入
の

方
（
被
扶
養
者
含
む
）
 

　
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
（
健
康
保

険
組
合
や
共
済
組
合
な
ど
）
が
実
施
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
加
入
し
て
い
る
各
医
療

保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
７５
歳
以
上
の
方
 

　
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
の
委
託
に
よ
り
八
潮
市
が
実
施
し
ま
す

が
、
受
診
は
任
意
で
す
。
 

主
な
検
査
項
目
（
予
定
）
 

▼
診
察
▼
脂
質
検
査
▼
肝
機
能
検
査
▼
代

謝
系
検
査
▼
尿
機
能
検
査
 

特
定
保
健
指
導
 

　
特
定
健
康
診
査
の
受
診
者
に
は
、
受
診

し
て
約
２
カ
月
後
、
検
査
結
果
と
と
も
に

特
定
保
健
指
導
の
通
知
を
し
ま
す
。
「
積

極
的
支
援
」
「
動
機
づ
け
支
援
」
「
情
報

提
供
」
の
３
つ
の
階
層
に
分
け
て
保
健
指

導
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
特
定
保
健
指
導
の
目
的
は
、
自
分
の
健

康
を
自
分
で
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
す
。
健
診
を
受
け
た
人
が
、

自
分
の
生
活
習
慣
を
変
え
ら
れ
よ
う
に
す

る
具
体
的
な
助
言
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

◇
積
極
的
支
援
 

　
個
別
面
接
な
ど
で
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
、
健
康
に
関
す
る
教
室
や
、
継

続
的
な
支
援
を
行
い
、
約
６
カ
月
後
に
状

況
を
確
認
し
ま
す
。
 

◇
動
機
づ
け
支
援
 

　
個
別
面
接
で
生
活
習
慣
改
善
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
、
約
６
カ
月
後
に
状
況
を
確

認
し
ま
す
。
 

◇
情
報
提
供
 

　
健
診
結
果
と
同
時
に
、
一
人
一
人
に
合

っ
た
健
康
づ
く
り
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
各
種
が
ん
検
診
な
ど
は
、
平
成

２０
年
４
月
以
降
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
の

検
診
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
 

J
国
保
年
金
課
蕁
A
２
１
４
 

平
成
２０
年
度
か
ら
新
し
い
健
康
診
査
と
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す
 

越
谷
市 

三
郷
市 

吉
川
市 

草
加
市 

松
伏
町 

か
ぐ
ら
 

は
や
し
 

き
　
や
 

や
ぶ
 

も
や
 

し
ょ
う
み
ょ
う
 

だ
 

つ
つ
が
 

ひ
と
い
き
 

は
つ
あ
か
ね
 
な
　
そ
　
じ
 

す
が
す
が
 

が
ゆ
 

た
こ
 

く
 

う
じ
 

こ
 

か
ん
 

わ
れ
 

こ
 

こ
う
ご
う
 

あ
し
た
 

む
な
 

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

市
職
員
採
用
試
験
 


